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	応用
	抗原情報
	背景
	イソクエン酸脱水素酵素は、イソクエン酸から2-オキソグルタル酸への酸化的脱炭酸反応を触媒する。これらの酵素は2つの異なるサブクラスに属し、1つは電子受容体としてNAD(+)を利用し、もう1つはNADP(+)を利用する。5つのイソクエン酸脱水素酵素が報告されており、ミトコンドリアマトリックスに局在するNAD(+)依存性イソクエン酸脱水素酵素が3つ、ミトコンドリアに局在し、もう1つは主に細胞質に局在するNADP(+)依存性イソクエン酸脱水素酵素が2つある。各NADP(+)依存性アイソザイムはホモ二量体である。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞質およびペルオキシソームに存在するNADP(+)依存性イソクエン酸脱水素酵素である。この遺伝子は、ペルオキシソーム標的シグナル配列PTS-1を含む。この酵素がペルオキシソームに存在することは、2,4-ジエノイルCoAから3-エノイルCoAへの変換といったペルオキシソーム内還元反応におけるNADPHの再生、ならびに2-オキソグルタル酸を消費するペルオキシソーム反応、すなわちフィタン酸のα-ヒドロキシ化に関与していることを示唆している。この細胞質酵素は、細胞質NADPH産生において重要な役割を果たしている。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	IDH1マウスmAbを用いたHepG2（1）、NIH/3T3（2）、C2C12（3）、COS7（4）、およびSW480（5）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	IDH1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	IDH1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

